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　令和元年 5 月 2 日にわが家へやってきた黒ラブラドー
ルのレイちゃん。毎朝夕の散歩のたびにゴミを見つけて
拾い、大切に家まで持って帰る。特にお気に入りなのは
ペットボトルで、なるほどペットだけに…と妙に納得し
てしまう。時にはゴミを咥えている最中に次のゴミを見
つけることもあり、２つ３つならば同時に運ぶ器用さも
見せる。さすがはレトリバー種。面目躍如といったとこ

ろか。それ以上となると咥えきれず、そんな時はつぶらな瞳でジッとこちらを見つめる。仕方なく
レイちゃんが咥えきれなかったゴミは私が持ち帰ることとなる。そんな訳で、ご近所さんには散歩
中にゴミを拾う感心なおじさん、という形で認識され、私の社会的地位も向上してきた気がする。
これからも「ここ掘れわんわん」ならぬ「これ持てわんわん」で地域の清浄化に一役買っていきた
いものである。
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